
  

 

 

 

 

 

 

 

 

９月９日 菅原神社に於いて、《祭礼事初籤取り式》が行われました。  

今年の巡行の順番は次のとおりに決まりました。  

 一番 西町 (花冠
か か ん

) 

二番 福居町 (三
さん

明
めい

) 

三番 鍛冶町 (二
に

東
とう

) 

四番 東町 (桐本
きりもと

) 

 五番 小玉町 (小蓑山
こ み の や ま

) 

六番 新町 (薙刀
なぎなた

鉾
ぼこ

) 

七番 魚町 (紫
し

鱗
りん

) 

八番 中町 (基
き

神
しん

山葵
さんあおい

鉾
ぼこ

) 

九番 向島町 (鉄
てつ

英
えい

剣
けん

鉾
ぼこ

) 

 

 

 

９月５日(土) 上野西部公民館２Ｆホールに

於いて、上野文化美術保存会主催にて、講師に

吉野歴史資料館館長池田淳氏をお迎えして、講

演会が開催されました。《上野天神祭の鬼行列》

と題したお話に６０余名の参加者は熱心に聞き

入っていました。 
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上野天神祭の始まり 
上野天神宮の祭神は菅原道真公と九社権現です。菅原道

真公は、文学の神様として文芸の守護神であり、また牛

馬の守護神として信仰を集めました。  

万治３年 (1611)の旧暦９月２５日 (現在１０月２５日 )城

中で神輿のお渡りが許されたのをもって、上野天神祭の

始まりと伝えられていますがまだ鬼行列やだんじりは

記録に表われてきません。  

大御幣  高さは６．３ｍ以上、重さは１５０ｋｇ、  

和紙を重ね合わせています。  

 大御幣は三鬼会グループの『
「

印
しるし

』
」

と言われています。密

教哲学にもとづく「五
ご

大明王
だいみょうおう

」をかたどったもので、「中央

の白い柱は不動」、四本の支柱の「青は東方 降
こ゛う

三世
さんせ゛

」、「赤は

南方軍
ぐん

茶利
だ り

夜叉
や し ゃ

」、「黄色は西方大威徳
だ い い と く

」、「黒は北方金剛
こんごう

夜叉
や し ゃ

」

の明王
みょうおう

を表しています。  

能楽創生観阿弥生誕の地伊賀上野  

上野城 
 

 

 

 

 

 

喜多流能  「半蔀」 (はしとみ )長田 驍  

和泉流狂言「酢薑」 (すはじかみ )佐藤友彦  

喜多流能  「鞍馬天狗」    長田  郷  

平成２１年１０月３日（土） 

開場  午後５時  開演  午後６時  

上野城本丸広場 ［特設舞台］ 

雨天の場合  上野西小学校体育館  

観賞料  無料  

主催  上野城薪能実施委員会  

 

協賛  上野西部地区住民自治協議会  

上野西部地区戦没者慰霊祭 
９月１２日午後２時より菅原神社鎮霊社において、遺族会や来賓の

方々と上野西部地区各自治会長ご参列の元厳粛に執り行われました。  



    上野西部地区住民自治協議会  

 

 ９月１３日 (日 ) デイキャンプ  ｉｎ岩倉

峡が行われました。  

 当日は天候にも恵まれ  岩倉峡キャンプ場

に９０余名の参加者が集合  オリエンテーシ

ョンの後、 昼食のカレーの準備を各班に分か

れて、食材調理・ご飯炊き・配膳などを行いま

した。炊きあがるまでの間に、竹馬作りをしま

した。おいしく出来あがったカレーに舌

鼓した後、ゲーム等で秋の一日を楽しく

過ご し まし

た。  

 

 

第５回伊賀市民スポーツフェスティバル参加者募集 

市民スポーツスポーツフェスティバルが１１月８日開催されますが、１地区

でのチーム編成が困難になっています。地区で参加できない種目を“西部地区”

として参加する為参加者を下記の通り募集します。  

 種目  卓球、ソフトボール、ゲートボール、ターゲットバードゴルフ、カローリング  

 申込先   上野西部公民館｢市民センター｣及び地区の体育指導員  電話申し込み可  

 締切    ９月２４日    上野西部公民館☏ 23-9779 

※  体育指導員   佐藤和彦  岡本邦裕  増岡喜子  田中文夫  浜田一樹  



 

 

子 育 て サ ー ク ル  ぴよぴよ  と つくしんぼ   

 

 ７ 月 ９ 日  子 育 て サ ー ク ル ぴ よ ぴ よ と つ く し ん ぼ で  合 同 七 夕 会 を

開 催 致 し ま し た 。  

開 催 内 容 は 、笹 飾 り 、 手 遊 び 歌 、手 作 り 人

形 劇 、合 唱 、出 店 体 験 (折 り 紙 金 魚 す く い 、ヨ

ー ヨ ー 釣 り 、輪 投 げ )

で 、 母 親 達 は 交 流 を

広 め る 場 に な り 、 ま

た 子 供 た ち に 七 夕 に

ち な ん だ 遊 び や 歌 な

ど を 教 え る 事 が で き ま し た 。子 供 た ち は 、七 夕

に ち な ん だ 遊 び を 知 り 、母 親 達 に よ り 、色 々 な

体 験 を す る 事 が で き ま し た 。  

今 回 、合 同 に す る 事 に よ り 、賑 や か で 楽 し い

七 夕 会 に な り ま し た 。  

公 民 館 ロ ビ ー に は 、ぴ よ ぴ よ 研 究 発 表《 本 当 に 大 丈 夫 ？ 合 成 着 色 料 入

り 食 品 》 が 、 掲 示 し て あ り ま す 。 (写 真 右 )  

 

  山本高邨  書  

 ｢第 ２ ６ 回 読 売 書 法 展 ｣ (読 売 新 聞 社 ・ 読 売 書 法 会 主 催 )  か な 部 門 で 、 

読 売 奨 励 賞 に 鎌 田 ち 江 さ ん 、

秀 逸 に 杉 本 文 代 さ ん 、入 選 に

中 川 榮 子 さ ん が 入 賞・入 選 さ

れ ま し た 。お め で と う ご ざ い

ま す 。前 回 に は 増 永 千 代 子 さ

ん が 読 売 奨 励 賞 を 受 賞 し て

い ま す 。  

平 城 会 は 上 野 西 部 公 民 館

で 毎 月 ３ 回 、山 本 高 邨 先 生 の

御 指 導 を 受 け て 主 に 、か な 作

品 に 取 り 組 ん で い ま す 。  


